
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．感染症対策委員会

地域住民の代表者 １名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催日　　　　令和７年　５月２３日　　１３：３０～１４：３０

ご意見等のまとめ
１．実績報告

出席者

　　　　するようにする。

　　昼夜逆転を防ぐために

　　　・スタッフはもちろん外部の訪問者にも基本的感染対策を徹底して行っていただく。

　　　・スタッフの体調把握を徹底する。休みの日に体調不良で出勤日には回復した等も聞き取りで把握

　等のご意見をいただきました。今後も基本的感染対策を徹底し、スタッフの健康把握についても今まで

３．身体拘束について

　　　・換気を徹底して行う。

　より範囲を広げ行っていきます。

　　グルーホームらく令和７年４月、令和７年５月の主な出来事について報告させていただく。

２．感染症対策委員会

　　　・発生前の状況からやはり感染源として可能性が高いのはスタッフではないか？

　　令和７年３月に新型コロナウイルス感染者がでた事案について報告、説明させていただき、
　　ご意見をいただく。

　　感染を防ぐには

　　　・なんらかの刺激をあたえ、がんばって昼間は起きていてもらう。
　

　今後も日中はなんらかの刺激を与え、がんばって起きていていただくよう働きかけたいと思います。
　等のご意見をいただきました。

　　感染を拡げないために

　　昼夜逆転してしまった利用者様について、今後出てくるであろう周辺症状に対して、身体拘束を行う
　　事がないようにご意見をいただきました。
　　　

　　　・やはりある程度疲れないと夜間眠れないのではないか
　　　・朝一番に朝日を浴びるといい。

　　　・ゾーンニングを行い、接触を避ける。
　　　・物理的な距離をとる。


